
 

                                       
                          

 

 
本学部では、地域の発展に寄与する研究（ミッション：使命）として、学部全教員が「沿

海・汽水域の生物資源の利活用」と「高齢化社会における豊かな農山村の創造に寄与する学

術的研究」の二つに関連する調査・研究を実施しております。その成果について報告会を開

催いたします。ぜひご参加ください。 

 

 

 

 

 
            

 

 

 

 

 島根大学生物資源科学部 

「ミッション研究課題成果報告会」のご案内 

◆お問い合わせ先 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 

島根大学生物資源科学部地域連携室長 

板村裕之（島根大学生物資源科学部教授） 

島根大学生物資源科学部事務グループ 

山野（地域連携室担当） 

TEL/FAX：0852-32-6538 

E-mail：lif-jimu@office.shimane-u.ac.jp 

日  時：平成２６年１２月２０日（土）１４：００～１６：３０ 

場  所：島根大学生物資源科学部３号館２階 ２０２講義室（口頭発表） 

                  １階ピロティ（ポスター発表） 

参加料：無料 事前申し込み不要  

 

－プログラム－ 

【口頭発表】 １４：００～１５：３０ 

○横田一成  「山陰地域の生物資源に由来するポリフェノール類の分析と機能性解析」 

○松崎 貴  「生物資源由来成分の育毛・抑毛効果を評価するための新規器官培養方法の開発」 

○山本達之  「資源微生物の細胞内の分子動態の顕微ラマン分光法による分析」 

○小葉田 亨 「在来イネ品種を用いた水田有効利用および新規需要の開拓」 

【ポスター発表】 １５：３０～１６：３０ 

○谷野 章・浅尾俊樹・土肥 誠 

             「有用植物の二次代謝物質合成制御につながる光利用技術の開発」 

○田中秀幸・浅尾俊樹 

             「サクラの効率的な増殖法および切り花における開花制御法の確立」 

○戒能智宏   「有用な機能性成分を含む微生物の探索」 

○荒瀬 榮   「きのこ廃菌床を利用したイネいもち病の防除」 

○松本真悟   「木質バイオマス燃焼灰のカリ肥料としての利活用」 

                               など 

主  催：島根大学生物資源科学部ミッション推進室 

共  催：島根大学サイエンスカフェ 


